


 

 

3.2 実験での比較対象 

 CNN を含むニューラルネットワークの構造を変化させる

と精度が大きく変化する可能性がある．また，今回用意し

たサンプル画像は，照明条件が大きくことなるものが含ま

れているので，照明条件の変化が精度に影響を与える可能

性がある．これらの影響を明らかにするため，本稿では以

下のような点を変化させて実験を行い，その結果を示す． 

・ ネットワークの深さ：図 1に示すように CNNは 3 層構

造としているが，他に 2層・5層での結果と比較する 

・ 照明条件：サンプル画像は照明が明・暗の 2通りで撮

影したため，明・暗それぞれのみを用いた場合と，

すべての画像をまとめて用いた場合を比較する 

・ 前処理の有無：2 節で述べたように MeanSubtraction 

（以下，MS）を前処理として行うが，その妥当性を

みるために，MSを行わない場合との比較を行う 

3.3 実験結果 

 以下に述べるすべての実験に共通して，3.1 節で述べた

ようにサンプル画像から抽出した 32×32の部分画像を処理

対象とし，CNN の学習にその 80%を，テストに 20%を用いた．

いずれのデータも正常データと異常データの割合を 1:1 に

している．また，グラフでは異常データの検出における適

合率，再現率，精度（F値）を示している． 

(1) ネットワークの深さの違いの影響 

ネットワークの深さを変化させた場合の結果を示す．

図 5 がネットワークの深さを 2 層，3 層，5 層とした

場合の結果を示している．これらの結果はネットワ

ークの深さ以外の条件は揃えたものである．これら

をみるとネットワークが 3層の場合の精度が良いこと

が分かる． 

(2) 撮影時の照明条件の影響 

次に，撮影時の照明条件（明・暗）ごとに学習・テ

ストを行った場合と，すべてのデータをまとめて学

習・テストを行った場合の結果を図 6に示す．ここで

も，その他の条件は揃えて実験を行った．一般に，

照明などの条件を揃えた方が識別精度が良くなると

言えるが，今回は照明条件を揃えずに，すべての画

像をまとめて学習・テストを行ってもそれほど精度

低下がみられなかった．これは前処理の効果である

と考えられる． 

(3) 前処理の有無 

図 7 に前処理で行った MS の有無による精度の変化を

示す．ここでも，MS の有無以外の条件は変化させて

いない．この結果からは明らかに MS によって精度が

向上していることが分かる．図 7 の結果は先の(2)の

中でもすべての照明条件をまとめて学習・テストを

行ったものに相当する．(2)で述べた照明条件の変化

を MS によって吸収できていることがここからも分か

る． 

以上をまとめると，2．節で述べた提案手法が不良検出に

有効であることがわかる．また，提案手法は照明条件が異

なる対象画像が混在していても良好な結果を示すことがわ

かった． 

4.おわりに 

 本研究では，CNNによって医薬品包装の不良検出を行う

手法を提案し，その有効性を確認した．  

今後の課題として，対象画像の種類を増やした場合の性

能評価や，実システムへの適用などが挙げられる．  
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図 4 正常箇所と異常箇所の例 

図 5 ネットワークの深さの精度への影響 

図 6 照明条件の精度への影響 

図 7 前処理の有無の精度への影響 


